
中
囲
文
筆
報

第
七
十
六
冊

書

評

周
劫
初
著

･
高
津
孝
諾

『中
国
古
典
文
学
批
評
史
』

興

膳

宏

創
作
と
理
論

･
批
評
は
'
い
う
ま
で
も
な
-
文
学
と
い
う
車
の
両

輪
で
あ
る
｡
中
国
に
お
け
る
近
代
以
降
の
文
学
史
研
究
で
は
､
こ
の

両
者
の
研
究
が
常
に
平
行
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
｡
ま
た
'
各
大
学

の
中
国
文
学
科
の
数
学
機
構
に
お
い
て
も
､
文
学
作
品
研
究
と
文
学

理
論

･
批
評
研
究
と
が
並
置
さ
れ
て
い
る
｡

だ
か
ら
'
こ
れ
ま
で
数
多
-
の
中
国
文
学
史
が
著
わ
さ
れ
て
き
た

の
と
並
ん
で
'
中
国
文
学
理
論
史
あ
る
い
は
中
国
文
学
批
評
史
も
ま

た
少
な
か
ら
ず
著
わ
さ
れ
て
い
る
｡
近
年
に
つ
い
て
見
る
だ
け
で
も
､

劉
大
木
∵

王
達
配
∵

願
易
生
氏
等
復
旦
大
学
教
授
陣
の
執
筆
に
な
る

『中
国
文
学
批
評
史
』
全
三
筋

二

九
七
九
-
八
五
年
､
上
海
古
籍
出

版
社
)
や
､
そ
の
基
礎
を
踏
ま
え
て
時
代
別
に
よ
-
詳
し
-
展
開
の

跡
を
迫

っ
た
復
旦
大
学
諸
教
授
に
よ
る

｢中
囲
文
学
批
評
通
史
系
列

叢
書
｣
全
七
冊

(
一
九
八
九
-
九
五
年
'
上
海
古
籍
出
版
赦
)'
ま
た
察

鍾
朔

･
黄
保
異

･
成
夏
旺
著

『中
国
文
学
理
論
史
』
全
五
冊

(
一
九

八
七
年
'
北
京
出
版
社
)
な
ど
､
幾
つ
か
の
注
目
す
べ
き
研
究
成
果
が

公
表
さ
れ
て
い
る
｡

こ
こ
に
取
-
上
げ
る
周
勤
初
著

『中
囲
古
典
文
学
批
評
史
』
は
､

原
題
を

『中
国
文
学
批
評
小
史
』
と
い
い
へ

1
九
八

l
年
に
長
江
文

蛮
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
｡
つ
ま
-
三
筋
本
の

『中
囲
文
学
批
評

史
』
第

一
冊

二

九
六
四
年
刊
の
再
刊
本
)
が

一
九
七
九
年
に
出
た
の

を
除
け
ば
'
上
に
名
を
挙
げ
た
批
評
史

･
理
論
史
に
先
駆
け
て
公
刊

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
書
の
特
色
は
'
『小
史
』
の
書
名
が
示

し
て
い
る
よ
う
に
､
た
だ

一
冊
で
全
中
囲
文
学
批
評
史
を
見
わ
た
し

た
と
こ
ろ
に
あ
る
｡
そ
の
鮎
で
､
他
の
類
書
と
異
な
っ
て
い
る
｡

著
者
周
勤
初
氏
は
'

一
九
二
九
年
'
上
海
の
生
ま
れ
､
南
京
大
学

中
文
系
を
卒
業
し
て
､

一
九
五
九
年
に
母
校
南
京
大
学
の
助
敦
に
任

じ
ら
れ
t
の
ち
長
-
同
大
学
教
授
を
勤
め
た
あ
と
'
現
在
は
江
蘇
省
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文
史
研
究
館
館
長
の
任
に
あ
る
｡
本
講
書
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い

著
者
の
墓
漕
版
自
序
に
よ
る
と
､
こ
の
書
は
'
著
者
が
南
京
大
学
で

文
学
批
評
史
を
婚
普
し
て
お
ら
れ
た
羅
根
津
教
授

(羅
氏
の
名
前
も

文
学
批
評
史
研
究
の
上
で
放
か
せ
な
い
)
の
病
気
に
よ
っ
て
､
批
評

史
の
講
義
を
受
け
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
六
〇
年
代
初
め
か
ら
書
き
進

め
ら
れ
て
き
た
と
い
う
｡
し
か
し
､
す
で
に
文
化
大
革
命
の
前
夜
と

い
う
べ
き
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
お
-
'
出
版
の
目
途
も
た
た
ぬ
ま

ま
だ
っ
た
の
を
'
八
〇
年
代
に
な
っ
て
'
よ
う
や
-
修
訂
を
施
し
た

上
で
'
刊
行
の
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
と
す
れ
ば
'
著
者
の

三
十
代
初
め
の
時
鮎
で
'
す
で
に
構
想
さ
れ
て
い
た
書
と
い
う
こ
と

に
な
る
｡

自
序
に
よ
れ
ば
'
原
著
は
刊
行
後
､
園
内
だ
け
で
な
く
園
外
か
ら

も
思
い
が
け
ぬ
大
き
な
反
響
を
呼
び
'
初
版
八
千
部
は
教
か
月
で
頁

-
切
れ
た
ほ
か
'
憂
湾
や
韓
国
で
は
海
賊
版
も
出
た
.
ま
た
韓
国
語

諸
が
九
三
年
に
出
て
い
る
｡
九
四
年
に
は
憂
麿
の
麗
文
文
化
公
司
か

ら
､
九
六
年
に
は
遼
寧
古
籍
出
版
社
か
ら
､
そ
れ
ぞ
れ
改
訂
新
版
が

公
刊
さ
れ
た
｡
そ
の
後
'
『周
助
初
文
集
』
(全
七
巻
'
二
〇
〇
〇
年
､

江
蘇
古
籍
出
版
社
)
の
第
二
巻
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
｡

書

評

八
〇
年
代
初
め
に
世
に
出
た
原
著
が
こ
れ
だ
け
長
い
期
間
に
わ

た
っ
て
内
外
に
多
-
の
護
者
を
得
て
き
た
こ
と
に
は
､
や
は
-
然
る

べ
き
理
由
が
あ
る
｡
中
国
文
学
批
評
史
は
､
詳
し
-
た
ど
れ
ば
ど
こ

ま
で
も
詳
し
-
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
ま
た
'
そ
れ
だ
け
詳
密
な
研

究
を
葉
際
に
必
要
と
し
て
い
る
｡
だ
が
'
そ
の

一
方
で
､
長
大
な
文

学
批
評
展
開
の
歴
史
を

一
望
の
下
に
見
わ
た
し
て
､
全
膿
の
展
望
を

得
る
に
は
'
筒
に
し
て
要
を
得
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
概
説
書
が
な
-
て

は
な
ら
な
い
｡
周
氏
の
原
著
は
'
ま
さ
に
そ
の
要
望
を
満
た
す
だ
け

の
内
容
を
備
え
て
い
る
｡
日
本
で
も
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
本
書
の
翻
講

が
刊
行
さ
れ
た
の
は
､
そ
の
意
味
で
ま
こ
と
に
慶
賀
す
べ
き
こ
と
で

あ
る
｡

本
請
書
は
'
全
二
十
商
字
の
原
著
の
う
ち
'
最
後
の
第
七
編

｢晴

代
中
後
期
の
文
学
批
評
｣
'
す
な
わ
ち
阿
片
戦
争
以
後
の
近
代
部
分

を
除
-
全
講
で
あ
る
｡
書
名
に
原
著
に
は
な
い

｢古
典
｣
の
二
字
が

含
ま
れ
る
所
以
で
あ
る
｡
底
本
に
は
'
諾
者
が
著
者
か
ら
贈
ら
れ
た

長
江
文
蛮
出
版
社
版
コ
ピ
ー
に
修
訂
を
加
え
た
も
の
を
用
い
､
董
漕

版
を
参
照
し
て
い
る
｡

ま
ず
全
書
の
構
成
を
う
か
が
う
た
め
に
'
目
次
を
記
し
て
お
こ
う
｡
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中
開
文
筆
報

第
七
十
六
冊

題

記

第

1

編

先
秦
の
文
学
批
評

(
l
三
-
三
二
ペ
ー
ジ
)

第

一
章

｢詩
は
志
を
言
う
｣
説
の
形
成
/
第
二
章

道
家

の
文
学
観
/
第
三
章

儒
家
の
文
学
観

(孔
子
-

文
学
の

融
合
的
数
用
､
孟
子
-

文
学
許
債
の
原
則
､
萄
子
の
正
統

文
学
観
)
/
第
四
章

法
家
の
功
利
主
義
文
学
観
)

第
二
編

漠
代
の
文
学
批
評

(三
三
-
五
九
ペ
ー
ジ
)

第

一
章

漠
代
儒
家
の
詩
歌
理
論

｢毛
詩
大
序
｣
/
第
二
章

漠
代
学
者
の
鮮
賦
観
/
第
三
章

揚
雄
の
正
統
文
学
観
/
第

四
章

王
充
の
批
判

(王
充
の
文
学
的
主
張
'
後
世
へ
の
影

響
)

第
三
編

親
育
南
北
朝
の
文
学
批
評

(六
1
-
l
六
〇
ペ
ー
ジ
)

第

1
章

曹
杢

『典
論
』
論
文
/
第
二
章

陸
機

｢文
賦
｣

/
第
三
章

葛
洪
の
文
学
進
化
論
/
第
四
章

南
朝
文
学
理

論
の
費
展

(聾
律
論
の
成
立
と
影
響
へ
葉
子
野
と
粛
網
の
論

争
'
粛
続
の
主
張
)
/
第
五
章

劉
鋸

『文
心
離
龍
』
(劉

親
の
l
生
と
作
品
の
概
説
'
立
論
の
原
則
'
文
学
と
時
代
の

関
係
'
構
想
と
修
養
の
関
係
'
意
境
と
比
興
の
問
題
'
内
容

と
形
式
の
問
題
､
風
骨
と
風
格
の
問
題
､
文
倦
論
'
創
作
論
'

批
評
論
､
鎗
論
)
/
第
六
章

鍾
喋

『詩
品
』
(五
言
詩
の

長
所
と

｢滋
味
｣
'
五
言
詩
創
作
の
問
題
鮎
､
品
評
形
式
､

継
承
と
流
浪
の
問
題
)

第
四
編

隔
唐
五
代
の
文
学
批
評

(
一
六

一
-
二
〇
九
ペ
ー
ジ
)

第

一
章

唐
初
の
文
学
批
評
と
杜
甫

(南
朝
文
学
へ
の
批
判
､

先
駆
者
と
し
て
の
陳
子
昂
'
杜
甫
の

｢集
大
成
｣
理
論
)
/

第

二
章

元
積
､
白
居
易
と
新
楽
府
連
動
/
第
三
章

韓
愈
'

柳
宗
元
と
古
文
運
動
/
第
四
幸

司
重
囲
の
風
格
論
と
詩
味

説

第
五
編

宋
金
元
の
文
学
批
評

(二

二

-
二
八
七
ペ
ー
ジ
)

第

一
章

宋
初
の
詩
文
革
新
運
動

(末
代
詩
文
革
新
連
動
の

先
駆
者
た
ち
'
欧
陽
修
-

継
承
と
展
開
)
/
第
二
章

道

学
家
の
文
学
否
定
論
/
第
三
章

蘇
乾
の
創
作
経
験
論
/
第

四
章

責
庭
堅
の
詩
論
と
江
西
詩
派
の
形
成
/
第
五
章

南

宋
詩
人
の
江
西
詩
涯
批
判
/
末
の
詩
話
と
厳
羽

『喰
浪
詩

話
』
(詩
話
の
形
成
と
費
展
､
張
戒

『歳
寮
生
詩
話
』
'
妻
愛

『白
石
道
人
詩
説
』
'
巌
羽

『波
浪
詩
話
』
)
/
第
七
章

元
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好
間

｢論
詩
三
十
首
｣
/
第
八
章

娩
約
派
と
豪
放
派
の
詞

論
)

第
六
編

明
活
の
文
学
批
評

(二
八
九
-
四
四
三
ペ
ー
ジ
)

第

一
章

明
代
擬
古
主
義

(高
棟

『唐
詩
品
柔
』
'
墓
格
倍

と
茶
陵
詩
派
'
前
後
七
子
の
擬
古
理
論
､
唐
末
文
波
)
/
第

二
章

李
費
と
公
安
涯

(李
賓
の
童
心
説
､
公
安
派
の
文
学

費
展
論
､
克
陵
派
の

｢別
趣
奇
理
｣
)
/
第
三
章

明
末
清

初
の
三
大
学
者
の
文
学
観
/
第
四
章

葉
嚢

『原
詩
』
と

詩
歌
原
理
の
探
求
/
第
五
幸

浦
初
詩
壇
の
論
争

(王
士
頑

の
神
韻
説
'
格
調
波
と
性
重
液
の
論
争
､
肌
理
説
と
宋
詩

汲
)
/
第
六
章

桐
城
波
の
基
本
理
論
と
沓
展

(方
竜
の

｢義
法
｣
説
'
劉
大
槻
の

｢神
気
音
節
｣
'
挑
轟
の

｢義
理
､

考
謹
'
文
章
の
助
け
合
い
｣
'
桐
城
派
の
支
流
と
徐
波
)
/

第
七
章

明
清
文
人
の
民
間
歌
曲
観
/
第
八
章

明
代
戯
曲

理
論
の
論
争
と
費
展

(初
期
の
戯
曲
理
論
家
､
呉
江
派
と
臨

川
渡
の
論
争
､
王
燥
徳
の
総
合
)
/
第
九
章

李
漁

『閑
情

偶
寄
』
の
戯
曲
論
と
上
演
論

(李
漁
と
い
う
人
物
'
重
要
理

論
'
鈴
論
)
/
第
十
章

李
費
と
金
人
瑞
の
小
説
理
論
/
第

書

評

十

1
章

新
派
と
常
州
詞
液
の
詞
論

こ
う
し
て
全
髄
の
構
成
を
眺
め
渡
す
と
'
各
編
の
項
目
の
繁
簡
と

ペ
ー
ジ
数
と
が
ほ
ぼ
封
雁
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
-
｡
先
秦
と

漠
代
は
割
-
首
て
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
数
が
少
な
い
が
､
次
の
魂
晋
南
北

朝
に
な
る
と
俄
然
項
目
が
替
え
'
ペ
ー
ジ
数
も
際
だ
っ
て
多
-
な
る
｡

こ
れ
は
､
文
学
批
評
史
の
本
格
的
な
開
幕
が
こ
の
時
期
に
あ
る
こ
と

を
暗
獣
の
う
ち
に
示
し
て
い
る
｡
『文
心
離
龍
』
の
よ
う
な
文
学
批

評
史
上
に
吃
立
す
る
作
品
も
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
､
多
-

の
ス
ペ
ー
ス
が
こ
の
時
期
に
充
て
ら
れ
た
の
も
首
然
だ
ろ
う
｡

隔
唐
五
代
で
は
'

1
持
し
て
項
目
数
も
ペ
ー
ジ
数
も
減

っ
て
い
る

が
'
そ
れ
は
詩
歌
の
繁
条
と
古
文
の
興
起
と
い
う
二
つ
の
方
向
に
論

鮎
を
絞

っ
た
結
果
で
あ
-
'
唐
代
の
文
学
理
論
の
特
色
で
あ
る

｢詩

格
｣
な
ど
の
技
法
論
は
除
外
さ
れ
て
い
る
｡
(ち
な
み
に
羅
根
揮
氏

の

『中
国
文
学
批
評
史
』
第
二
冊

(
l
九
六
二
年
'
中
華
書
局
)､
の

隔
唐

･
晩
唐
五
代
部
分
で
は
'
｢封
偶
及
び
作
法
｣
や

｢詩
格
｣
が

重
要
な
柱
と
な
っ
て
い
た
｡)
そ
こ
に
多
少
の
不
満
も
あ
る
が
､
同

時
に
論
難
が
集
約
的
に
整
理
さ
れ
て
'
時
代
の
流
れ
へ
の
見
通
し
が
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中
国
文
学
報

第
七
十
六
冊

す
っ
き
-
し
た
と
い
う
利
鮎
も
あ
る
｡

末
か
ら
明
清
に
か
け
て
は
'
詩
文
の
多
岐
に
わ
た
る
尊
展
と
文
学

ジ
ャ
ン
ル
の
接
大
に
伴
っ
て
'
批
評
の
あ
-
方
も
多
様
化
の
度
を
深

め
て
い
っ
た
事
賓
が
'
項
目
か
ら
も
謹
み
と
れ
る
｡
す
な
わ
ち
未
に

あ
っ
て
は

｢詞
｣
(詩
徐
)
が
､
明
清
に
あ
っ
て
は
戯
曲

･
小
説
が

大
き
-
成
長
し
'
そ
れ
ら
に
関
す
る
批
評
や
理
論
も
次
第
に
興
起
し

た
｡
こ
う
し
て
見
て
-
る
と
'
中
国
文
学
の
成
長
馨
展
の
過
程
が
'

さ
な
が
ら
大
河
の
流
れ
の
よ
う
に
時
代
を
逐
っ
て
摸
大
し
て
ゆ
く
さ

ま
が
自
ず
と
理
解
で
き
'
各
ジ
ャ
ン
ル
の
理
論
が
相
即
的
に
展
開
し

て
ゆ
-
状
況
も
よ
-
分
か
る
｡
そ
こ
に

一
冊
本
の
批
評
史
な
れ
ば
こ

そ
の
特
色
が
最
大
限
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
｡

原
著
の
遼
寧
古
籍
出
版
赦
版
が
出
た
あ
と
､
薄
凡

･
江
涌
剛
両
氏

に
よ
る
書
評
が
'
『融
合
科
学
戦
線
』

一
九
九
七
年
第
五
期
に
登
載

さ
れ

(『周
勤
初
文
集
』
巻
二
に
も
収
録
)'
詳
者
高
津
氏
は
本
書
の

｢あ
と
が
き
｣
で
､
そ
れ
に
も
と
づ
き
な
が
ら
こ
の
書
の
特
徴
を
三

鮎
に
ま
と
め
て
い
る
｡
第

一
は
'
｢中
国
文
学
批
評
､
理
論
の
馨
展

的
筋
道
を
簡
潔
に
叙
述
し
て
い
る
こ
と
｣
｡
第
二
は
'
｢文
学
の
み
な

ら
ず
､
融
合
'
政
治
'
思
想
'
垂
術
な
ど
廉
い
視
野
に
た
っ
た
練
合

的
研
究
を
目
指
し
て
い
る
鮎
｣
｡
第
三
は
､
｢批
評
史
研
究
と
文
学
史

研
究
の
結
合
で
あ
る
｣
｡
そ
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
'
全
腰
と
し
て

は
そ
の
通
-
で
あ
ろ
う
と
私
も
首
肯
す
る
｡

た
だ
'
日
本
で
は
中
国
文
学
の
受
容
の
あ
-
方
に
多
少
違
っ
た
と

こ
ろ
も
あ
る
の
で
'
そ
の
立
場
か
ら
す
る
と
'
概
説
書
と
し
て
は
'

い
-
ら
か
な
じ
み
に
-
い
鮎
が
な
い
で
は
な
い
｡
そ
れ
は
こ
と
に
第

二

･
第
三
の
特
徴
に
関
連
す
る
｡
た
と
え
ば
､
｢湊
代
筆
者
の
解
版

観
｣
の
章
で
は
'
『楚
辞
』
に
封
す
る
司
馬
遷

･
班
固

･
王
逸
の
封

照
的
な
見
解
を
紹
介
し
た
あ
と
､
司
馬
遷
と
班
固
と
の
鮮
賊
を
め
ぐ

る
観
鮎
の
封
立
に
叙
述
が
及
ぶ
の
だ
が
､
著
者
の
主
張
を
す
ん
な
-

と
理
解
す
る
に
は
'
文
髄
と
し
て
の
解
版
が

『楚
辞
』
に
源
流
を
有

す
る
と
い
う
文
学
史
上
の
知
識
が
'
讃
者
に
務
め
な
-
て
は
な
ら
な

r
0
し

ま
た
'
｢観
音
南
北
朝
の
文
学
批
評
｣
の
編
の
冒
頭
で
'
こ
の
時

期
の
文
学
批
評
の
特
色
を
な
す
聾
律
論
に
鯛
れ
て
'
｢文
人
は
そ
れ

を
詩
賦
等
の
文
膿
に
運
用
し
､
詩
賦
作
品
の
聾
韻
の
排
列
は
も
と
よ

-

1
屠
適
切
と
な
っ
た
｣
(六
三
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
の
は
t
も
と
よ
-

正
し
い
が
'
こ
の
時
期
に
お
け
る
詩
と
-
わ
け
五
言
詩
の
急
伸
長
と
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い
う
文
学
史
上
の
現
象
が
前
提
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
､

や
は
り
十
全
な
理
解
は
望
め
な
い
｡
こ
れ
ら
は
論
述
の
不
備
と
い
う

よ
り
'
日
本
の
讃
者
が
本
書
に
接
す
る
際
の
心
構
え
の
問
題
と
い
っ

て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
｡

本
書
は
断
代
史
的
に
叙
述
が
進
め
ら
れ
て
ゆ
-
が
'
時
代
か
ら
時

代
へ
と
受
け
継
が
れ
な
が
ら
展
開
す
る
錯
綜
し
た
文
学
思
潮
の
流
れ

が
'
時
代
を
超
え
た
伏
線
の
配
置
に
よ
っ
て
巧
み
に
整
理
さ
れ
､
説

明
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
は
詳
者
が
指
摘
し
て
い
る
第

一
の
特
徴
に
も

関
連
す
る
が
､
私
な
り
に
い
-
つ
か
具
鰹
的
な
例
を
挙
げ
て
示
し
て

み
る
こ
と
に
し
よ
う
｡

先
秦
部
分
の

｢儒
家
の
文
学
｣
で
は
､
｢萄
子
の
正
統
文
学
観
｣

に
お
い
て
､
『萄
子
』
儒
教
篇
に
も
と
づ
き
つ
つ
'
｢萄
子
は
､
聖
人

の
地
位
を
再
三
強
調
し
'
聖
人
は

｢道
｣
を
繋
ぎ
留
め
る
か
な
め
で

あ
り
､
あ
ら
ゆ
る
経
書
は
す
べ
て
聖
人
に
よ
っ
て
そ
の
意
園
が
明
ら

か
に
さ
れ
､
ま
た
産
み
出
さ
れ
た
と
考
え
た
｣
と
述
べ
'
｢
こ
れ
は
､

中
国
文
学
批
評
史
上
の
三
つ
の
原
則
で
あ
る
原
道

[儒
教
思
想
に
基

づ
-
]
'
徴
聖

[聖
人
を
規
範
と
す
る
]
'
宗
経

[儒
教
経
典
に
則

る
]
の
説
に
基
礎
を
輿
え
る
も
の
で
あ
る
｣
と
結
論
し
て
い
る

(二

書

評

七
-
二
八
ペ
ー
ジ
)｡
緯
-
漠
代
部
分
の

｢揚
雄
の
正
統
文
学
観
｣
は
'

章
題
目
健
が
示
唆
す
る
よ
う
に
､
苛
子
と
の
関
連
を
重
税
し
て
い
る

が
､
そ
れ
を
裏
づ
け
る
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
出
せ
る
｡
｢揚
雄
は

常
に
聖
道
の
継
承
者
を
も
っ
て
自
ら
任
じ
て
い
る
｡
彼
は
'
萄
子
の

学
説
中
に
雛
形
の
あ
る

｢原
道
｣
[道
に
基
づ
-
]
｢徴
聖
｣
[聖
人

を
規
範
と
す
る
]
､
｢宗
経
｣
[経
書
に
則
る
]
の
説
を
新
た
に
補
充

L
t
正
統
文
学
思
想
の
核
心
部
分
を
作
-
上
げ
た
｣
(四
八
ペ
ー
ジ
)｡

こ
れ
ら
の
指
摘
は
､
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
苛
子
や
揚
雄
の

理
論
の
役
割
を
確
認
す
る
意
味
で
重
要
だ
が
､
そ
れ
以
上
に
大
き
な

意
味
が
あ
る
の
は
'
積
-
親
育
南
北
朝
期
に
お
い
て
本
格
的
な
文
学

理
論
が
開
花
す
る
中
で
､
そ
の
頂
戴
と
も
い
う
べ
き
劉
親

『文
心
離

龍
』
の
構
想
の
中
枢
が
そ
こ
に
根
源
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡

周
知
の
通
-
､
『文
心
離
龍
』
の
原
理
論
を
な
す
最
初
の
部
分
は
､

｢原
道
｣
｢徴
聖
｣
｢宗
経
｣
の
三
幸
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
｡

著
者
は
劉
故
の

｢立
論
の
原
則
｣
に
つ
い
て
こ
う
説
明
す
る
｡
｢儒

家
の
正
統
的
文
学
観
は
'
萄
子
の
段
階
で
'
｢道
に
基
づ
-
｣
説
が

初
歩
的
に
成
立
し
､
つ
づ
い
て
揚
雄
が
詳
し
い
論
述
を
加
え
'
理
論

的
に
は
す
で
に
完
成
し
て
い
た
.
劉
親
は
更
に
専
論
を
著
し
論
語
を
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加
え
､
理
論
膿
系
を
完
壁
に
し
た
｣
(
l
〇
五
ペ
ー
ジ
)
o

こ
こ
に
お

い
て
'
伏
線
の
致
果
が
は
じ
め
て
鮮
明
に
印
象
づ
け
ら
れ
る
｡

や
は
-
魂
晋
南
北
朝
期
の
陸
機

｢文
賦
｣
の
章
で
は
､
文
章
創
作

の
動
機
を
論
じ
た
段
を
取
-
上
げ
て
'
こ
れ
が

『頑
記
』
奨
記
に
い

う

｢人
間
の
心
の
外
物
に
封
す
る
感
動
｣
と
い
う
問
題
提
起
の
影
響

下
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
あ
と
'
｢魂
育
南
北
朝
の
人
は
自
然
の

風
物
の
蟹
化
と
文
学
的
構
想
と
の
関
係
を

l
般
的
に
た
い
へ
ん
重
視

し
て
い
た
の
で
あ
る
｣
と
述
べ
て
い
る

(七
四
ペ
ー
ジ
)｡
そ
し
て
､

『文
心
髄
龍
』
の
章
で
は
､
そ
れ
を
承
け
て
､
『頑
記
』
楽
記
の

｢感
物
｣
説
が

｢陸
機
ら
に
よ
-
蓉
展
さ
せ
ら
れ
'
劉
親
に
よ
っ
て

更
に
詳
細
な
分
析
が
加
え
ら
れ
た
｣
と
し
て
'
明
詩

･
詮
賦

･
物
色

の
各
篇
を
引
き
な
が
ら
賓
葦
を
加
え

(
二

四
ペ
ー
ジ
)'
鍾
喋

『詩

品
』
の
章
で
は
'
そ
の
序
に
も
同
じ
馨
想
に
よ
る
論
の
見
え
る
こ
と

に
解
れ
つ
つ
'
同
時
に
序
が

｢融
合
に
お
け
る
人
間
関
係
が
人
の
心

を
揺
-
動
か
す
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
｣
と
い
い
'
｢
こ
れ
が
錘
喋

の
詩
歌
理
論
に
お
け
る
新
し
い
要
素
で
あ
る
｣
と
の
許
債
を
輿
え
る

(
一
四
六
ペ
ー
ジ
)0

下
っ
て
隔
唐
五
代
の

｢元
穣
'
白
居
易
と
新
築
府
連
動
｣
の
章
で
'

も
う

一
度
こ
の
間
題
が
取
-
上
げ
ら
れ
る
｡
元
棋

･
自
居
易
が

｢文

学
の
融
合

的
致
用
を
非
常
に
重
視
し
'
創
作
を
通
じ
て
自
己
の
赦
合

に
封
す
る
見
方
と
要
求
を
表
明
し
た
｣
の
は
､
こ
う
し
た

｢物
に
感

ず
｣
に
遅
れ
て
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

｢事
に
感
ず
｣
と
い
う

新
し
い
観
鮎
の
波
及
し
た
結
果
だ
と
い
う

(
1
七
八
ペ
ー
ジ
)｡
新
楽

府
運
動
が
南
朝
後
期
の
文
学
思
潮
と
結
び
つ
け
て
説
明
さ
れ
る
の
は
､

従
来
に
な
か
っ
た
新
鮮
な
硯
鮎
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に
'
『鰻
記
』
奨
記
の

｢人
心
の
物
に
感
ず
｣
と
い
う

着
想
が
'
時
代
を
超
え
て
新
た
な
要
素
を
加
え
つ
つ
一
つ
の
文
学
思

潮
と
し
て
展
開
し
て
ゆ
-
あ
-
さ
ま
を
'
著
者
は
巧
み
に
説
明
し
て

い
る
｡
た
だ
'
惜
し
ま
れ
る
の
は
'
こ
う
し
た
思
潮
の
源
流
と
な
っ

た

『碓
記
』
築
記
に
つ
い
て
'
濁
立
し
た
章
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る
｡
せ
め
て
萄
子
や
揚
雄
に
輿
え
ら
れ
た
程
度
の
ス
ペ
ー

ス
が
割
か
れ
て
い
た
ら
､
『碓
記
』
契
記
に
淵
源
す
る
文
学
思
潮
の

歴
史
的
な
流
れ
を
､
讃
者
は
よ
-
鮮
明
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
｡

唐
代
部
分
の
第

一
章
は

｢唐
初
の
文
学
批
評
と
杜
甫
｣
と
題
さ
れ
'

初
唐
以
来
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
上
の
主
張
が
杜
甫
に
よ
っ
て

｢集
大
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成
｣
さ
れ
て
ゆ
-
過
程
を
論
諾
し
て
い
る
｡
(も
っ
と
も
初
盛
唐
の

詩
人
と
し
て
こ
こ
で
名
が
挙
げ
ら
れ
る
の
は
'
杜
甫
の
ほ
か
王
勃

･

楊
胴

･
陳
子
昂

･
元
結
だ
け
で
'
唐
代
詩
史
が
か
な
-
単
純
化
さ
れ

つく

て
い
る
印
象
は
拭
い
が
た
い
.)
杜
甫

｢戯
れ
に
六
絶
句
を
為
る
｣

其
五
に
は
'
｢不
薄
今
人
愛
古
人
'
清
詞
麗
句
必
烏
郷
｡
窺
肇
屈
宋

宜
方
駕
'
恐
輿
斉
梁
作
後
塵
｣
と
あ
る
が
､
そ
の
主
張
は
'
｢詩
を

論
ず
る
場
合
､
古
今
で
優
劣
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
｡
お
よ
そ
取

る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
す
べ
て
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
｡
し
か
し
'
す

ぐ
れ
た
も
の
に
法
る
べ
き
で
あ
-
'
軽
薄
で
華
美
な
文
学
的
風
潮
の

影
響
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
｣
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

(
l
七
一

ペ
ー
ジ
)｡

こ
れ
は
南
朝
の

｢軽
薄
で
華
美
な
文
学
的
風
潮
｣
に
い
か
に
野
庭

す
る
か
を
め
ぐ
る
唐
代
の
詩
人
た
ち
の
見
解
を
検
討
す
る
中
で
出
て

き
た
問
題
難
で
あ
る
｡
前
代
の
詩
風
を
批
判
し
な
が
ら
､
作
品
の
上

で
は

｢
い
ま
だ
南
朝
の
鎗
臭
を
脱
し
え
て
い
な
い
｣
主
動

･
楊
胴
や
､

｢六
朝
文
学
を
全
面
否
定
L
t
復
古
主
義
の
道
を
説
-
｣
元
結
な
ど

が
出
現
す
る
時
代
状
況
に
あ
っ
て
'
杜
甫
は
時
代
の
先
後
に
よ
っ
て

単
純
に
優
劣
を
決
め
る
の
で
は
な
-
､
先
人
の
長
所
を
こ
そ
取
-
入

書

評

れ
る
べ
き
だ
と
考
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
｡

だ
が
'
杜
甫
の

｢集
大
成
｣
は
'
章
は
唐

一
代
の
問
題
と
し
て
完

結
し
た
の
で
は
な
い
｡
過
去
の
文
学
に
い
か
に
野
庭
す
る
か
と
い
う

こ
と
は
'

一
種
の
永
遠
の
命
題
と
し
て
､
唐
以
前
に
も
存
在
し
'
唐

以
後
に
も
-
-
返
さ
れ
た
｡
漢
の
揚
雄
は

｢努
め
て
古
代
の
経
典
に

学
ぶ
こ
と
を
強
調
し
､
彼
の
著
名
な
作
品
は
ほ
と
ん
ど
模
倣
に
よ
-

成
っ
た
も
の
で
あ
る
｣
(四
九
ペ
ー
ジ
)｡
晋
の
陸
機
は

｢文
賦
｣
で

｢猫
創
性
を
強
調
し
｣
た
が
､
｢彼
の
作
品
は
模
倣
と
い
う
鮎
で
有

名
で
あ
-
｣
へ
理
論
と
章
践
は
必
ず
し
も
か
み
あ
っ
て
い
な
い

(七

九
ペ
ー
ジ
)

｡

そ
の
後
､
葛
浜
は

『抱
朴
子
』
に
お
い
て
'
｢日
常
ふ
れ
る
生
活

用
具
が
不
断
に
進
歩
し
て
い
る
と
い
う
客
観
的
な
事
賓
に
も
と
づ
き
'

文
学
は
今
の
も
の
が
昔
に
ま
さ
る
と
い
う
説
を
た
て
た
｣
(八
五
ペ
ー

ジ
)｡
歴
史
的
俸
続

へ
の
封
鷹
に
関
し
て
は
'
南
朝
に
も
菓
子
野
ら

の
保
守
派
と
青
鯛
ら
の
革
新
波
の
封
立
が
あ
っ
た
が

(九
三
-
九
五

ペ
ー
ジ
)､
粛
綱
の
兄
の
青
続
は

｢文
選
序
｣
で
､
｢葛
浜
の
論
難
を

費
展
さ
せ
へ
文
学
の
形
式
と
技
巧
は
不
断
に
蓉
展
す
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
た
｣
(九
七
ペ
ー
ジ
)｡
こ
う
し
た
前
代
ま
で
の
経
緯
を
ふ
ま
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え
た
上
で
の
杜
甫
の

｢集
大
成
｣
が
あ
っ
た
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
｡

一
つ
注
文
を
つ
け
れ
ば
'
杜
甫
の
詩
論
が
､
も
っ
ぱ
ら

｢戯
れ
に
六

絶
句
を
為
る
｣
だ
け
を
材
料
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
鮎
は
'
私
に

は
不
満
で
あ
る
｡
杜
甫
の

｢集
大
成
｣
は
'
あ
-
ま
で
彼
の
作
品
全

膿
か
ら
締
納
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
｡

末
の
黄
庭
堅
や
彼
を
始
租
と
す
る
江
西
詩
派
の
場
合
は
'
杜
甫
の

文
学
の
い
か
な
る
特
色
を
継
承
す
る
か
と
い
う
命
題
が
そ
こ
に
か
か

わ
っ
て
-
る
｡
杜
甫
が

｢講
書
寓
巻
を
破
る
｣
と
い
っ
た
の
を
意
識

し
て
'
｢黄
庭
堅
は
謹
書
を
創
作
の
正
否
を
決
定
す
る
重
要
な
要
因

と
考
え
｣
(二
三
四
ペ
ー
ジ
)､
そ
の
数
え
を
奉
ず
る
江
西
詩
波
で
は
'

以
来

｢学
問
を
以
て
詩
を
作
る
｣
こ
と
が
詩
論
の
原
則
に
な
っ
た
｡

そ
の
賓
､
杜
甫
の
詩
が
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
の
は
'
学
問
を
以
て

詩
を
作

っ
た
か
ら
で
は
な
-
､
彼
が

｢融
合
的
な
混
乱
を
経
験
し
､

贋
-
硯
賓
に
解
れ
た
た
め
で
あ
る
｣
と
著
者
は
い
い
'
ま
た

｢杜
甫

の
気
風
と
生
活
の
有
様
｣
は
'
黄
庭
堅
等
の
流
派
と
異
な
っ
て
い
た

と
い
う
｡
い
い
か
え
れ
ば
､
杜
甫
の
詩
風
の
誤
っ
た
理
解
が
'
黄
庭

堅
や
江
西
詩
派
の

｢創
作
活
動
を
狭
苦
し
い
境
地
に
導
い
た
｣

一
因

に
な
る
｡

江
西
詩
派
の
理
論
的
影
響
力
が

一
世
を
風
塵
し
た
だ
け
に
､
南
末

に
入
る
と
江
西
詩
汲
批
判
の
逆
風
が
吹
き
荒
れ
て
､
張
戒

『歳
寒
堂

詩
話
』
や
妻
襲

『白
石
道
人
詩
説
』
の
よ
う
な
新
た
な
理
論
作
り
が

始
ま
-
'
そ
の
流
れ
の
中
か
ら
､
や
が
て
巌
羽

『槍
浪
詩
話
』
と
い

う

｢最
も
髄
系
的
で
あ
-
t
か
つ
後
世
へ
の
影
響
が
最
も
大
き
い
詩

話
｣
が
誕
生
す
る

(二
六
一
ペ
ー
ジ
)

｡
宋
代
部
分
の
末
尾
を
な
す
元

好
間

｢論
詩
三
十
首
｣
で
も
'
江
西
詩
波
を
批
判
す
る

一
方
で
､

｢杜
甫
の
正
統
的
で
典
雅
な
詩
風
に
近
づ
-
こ
と
は
む
ず
か
し
い
｣

と
述
べ
て

(二
七
六
ペ
ー
ジ
)'
杜
甫
の
詩
風
の
継
承
が

一
つ
の
大
き

な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
｡

つ
い
で
に
い
え
ば
､
著
者
の
黄
庭
堅
に
封
す
る
見
方
に
は
か
な
-

苛
酷
な
と
こ
ろ
が
あ
-
､
有
名
な

｢奪
胎
換
骨
'
鮎
銭
成
金
｣
の
論

に
も
何
ら
の
慣
値
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
な
い
｡
こ
れ
は
反
っ
て
責

庭
堅
の
詩
論

へ
の
正
確
な
理
解
を
妨
げ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
｡

杜
甫
の
顛
彰
と
い
う
鮎
だ
け
に
限
っ
て
み
て
も
､
彼
の
果
た
し
た
歴

史
的
役
割
は
決
し
て
小
さ
-
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
｡

過
去
の
文
学
か
ら
何
を
い
か
に
学
び
､
そ
れ
を
新
し
い
文
学
創
作

に
ど
う
生
か
す
か
と
い
う
テ
ー
ゼ
は
'
明
活
に
入
っ
て
か
ら
も
形
を
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襲
え
て
反
復
さ
れ
る
｡
盛
唐
の
詩
に
絶
野
的
な
慣
値
を
置
-
明
の
前

後
七
子
の
擬
古
理
論
が
時
代
を
席
巻
す
る

一
方
で
'
や
が
て
彼
ら
を

批
判
す
る
唐
宋
文
派
が
出
現
す
る
｡
た
だ
し
､
｢賓
際
上
'
彼
ら
も

模
倣
を
重
視
し
た
流
浪
で
あ
-
'
た
だ
模
倣
の
封
象
が
異
な
っ
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
｣
(二
九
八
ペ
ー
ジ
)0

｢復
古
主
義
者
の
古
代
を
重
視
し
現
代
を
軽
視
す
る
風
潮
を
批
判

し
'
模
倣
と
い
う
創
作
態
度
を
批
判
し
た
｣
(三

〇
五
ペ
ー
ジ
)
李
資

や
､
復
古
に
反
封
L
t
｢性
憂
｣
を
重
視
し
､
ど
の
時
代
に
も
す
ぐ

れ
た
作
品
が
存
在
す
る
と
考
え
た
｣
(三
〇
九
ペ
ー
ジ
)
公
安
派
の
登

場
も
'
擬
古
涯
へ
の
反
馨
と
し
て
生
ま
れ
た
新
し
い
文
学
の
波
と
い

え
る
｡
た
だ
､
こ
の
時
期
と
も
な
れ
ば
､
単
純
に
過
去
を
モ
デ
ル
と

し
て
創
作
の
指
針
を
求
め
る
の
で
は
な
-
'
作
家
個
人
の

｢異
音
の

感
情
と
個
性
の
馨
露
を
強
調
す
る
｣
(三
〇
七
ペ
ー
ジ
)
こ
と
に
主
眼

を
置
-

｢性
重
｣
説
の
よ
う
な
'
新
し
い
馨
想
に
も
と
づ
く
理
論
も

加
わ
る
｡
ま
た
､
ジ
ャ
ン
ル
の
間
に
債
値
の
差
は
な
-
'
戯
曲
や
小

説
も
詩
文
と
同
列
に
見
な
し
て
許
慣
す
る
と
い
う
李
資
の
見
解
は
'

近
代
の
西
洋
文
学
の
影
響
を
受
け
る
以
前
に
､
戯
曲

･
小
説
の
地
位

を
高
め
た
主
張
と
し
て
'
十
分
な
注
目
に
値
す
る
｡
公
安
波

･
臨
川

書

評

派
も
戯
曲
を
重
視
し
､
清
の
李
漁
が
そ
の
流
れ
を
承
け
て
戯
曲
理
論

に
新
境
地
を
開
い
た
の
も
'
同
じ
方
向
性
を
持
つ
動
き
で
あ
る
｡

晴
代
に
な
る
と
､
唐

･
司
室
囲

『二
十
四
詩
品
』
に
東
涯
を
有
す

る
王
士
頑
の
神
韻
説
が
現
わ
れ
'
さ
ら
に
前
後
七
子
の
論
調
を
継
承

し
た
沈
徳
潜
等
の
格
調
波
と
'
公
安
涯
の
影
響
を
受
け
た
衰
枚
を
中

心
と
す
る
性
塞
派
の
間
で
論
争
が
起
こ
っ
て
'
ま
た
も
や
前
代
の
理

論
闘
争
が
伏
流
水
の
よ
う
に
湧
出
す
る
｡
こ
の
よ
う
に
復
古
と
反
復

古
の
野
立
は
､
古
代
以
来
'
各
時
期
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
-

り
返
さ
れ
'
両
派
の
間
の
先
鋭
な
理
論
闘
争
が
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
な
っ
て
､
文
学
や
文
学
批
評
の
歯
車
を
少
し
ず
つ
動
か
す
推
進
力

と
な
っ
て
き
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
｡

本
書
は
長
い
文
学
批
評
史
の
複
雑
な
歩
み
に
つ
い
て
'
大
筋
を
適

切
に
整
理
し
な
が
ら
紹
介
し
て
い
る
が
'
そ
こ
に
は
常
に
こ
う
し
た

復
古
と
反
復
古
の
封
立
と
い
う
覗
鮎
が
は
た
ら
い
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
｡
そ
う
し
た
問
題
意
識
が
本
書
の
論
旨
を
説
得
力
あ
る
も
の

に
し
て
い
る
大
き
な
要
因
と
し
て
よ
か
ろ
う
｡

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
､
本
書
は
中
国
文
学
批
評
史
の
概
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説
と
し
て
優
れ
た
慣
値
を
有
す
る
が
'
そ
の
功
績
は
詩
者
高
津
孝
氏

の
貢
献
に
よ
る
と
こ
ろ
も
少
な
-
な
い
｡
い
っ
た
い
中
国
文
学
批
評

の
述
語
は
き
わ
め
て
難
解
で
あ
-
'
批
評
家
そ
れ
ぞ
れ
が
猫
白
の
債

値
観
を
こ
め
て
用
い
て
い
る
の
で
､
辞
書
的
な
解
樺
で
は
と
う
て
い

虞
理
し
き
れ
な
い
｡
そ
の
こ
と
は
評
者
で
あ
る
私
自
身
が
､
こ
れ
ま

で

『文
心
離
龍
』
『詩
品
』
『文
鏡
秘
府
論
』
と
い
っ
た
こ
の
分
野
の

書
の
諸
法
を
手
が
け
て
き
た
だ
け
に
'
身
に
し
み
て
よ
-
分
か
る
｡

諾
者
は
難
解
な
批
評
用
語
の
概
念
を
'
日
本
で
の
研
究
成
果
も
ふ
ま

え
な
が
ら
'
努
め
て
分
か
-
や
す
-
説
明
す
る
工
夫
を
施
し
て
い
る
｡

た
と
え
ば
､
宋

･
巌
羽

『波
浪
詩
話
』
の
批
評
用
語
は
'
縛
語
を
駆

使
し
て
'
き
わ
め
て
難
解
だ
が
'
本
書
で
は
､
｢向
上

1
路
｣
に
は

｢限
-
な
き
向
上
｣
､
｢直
裁
根
源
｣
に
は

｢究
極
の
境
地
｣
､
｢頓

門
｣
に
は

｢悟
-
の
門
｣
'
｢単
刀
直
入
｣
に
は

｢
さ
と
-
に

一
撃
に

い
た
る
こ
と
｣
と
い
っ
た
具
合
に
'
逐

一
そ
の
含
意
が
説
明
さ
れ
て

い
て
､
謹
者
の
理
解
を
助
け
る

(二
六
三
ペ
ー
ジ
)0

本
書
で
は
､
原
著
で
文
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
章
に
つ
い
て
､

訓
譲
で
す
ま
せ
る
通
-

1
遍
の
庭
理
を
せ
ず
､
逐

1
分
か
-
や
す
い

現
代
日
本
語
に
勧
請
し
た
上
で
､
各
章
末
尾
の
注
に
原
文
を
付
し
て

い
る
｡
こ
れ
は
諾
者
と
し
て
皆
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な

い
が
'
賓
は
い
ま
述
べ
た
よ
う
な
理
由
で
'
そ
れ
ほ
ど
た
や
す
い
こ

と
で
は
な
い
｡
そ
れ
ぞ
れ
の
批
評
用
語
に
つ
い
て
､
歴
史
的
な
用
法

と
作
者
猫
白
の
含
意
と
を
よ
-
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
が
､
詳

者
は
全
書
を
通
じ
て
そ
の
努
力
を
怠

っ
て
い
な
い
｡

ま
た
'
原
著
で
は
文
中
で
引
用
の
資
料
が
ご
-
短
い
場
合
､
必
ず

し
も
そ
の
出
産
を
明
記
し
て
い
な
い
が
､
講
で
は
い
ち
い
ち
原
典
を

確
認
し
た
上
で
､
注
に
そ
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
補

っ
て
い
る
｡
た
と

え
ば
王
士
頑
の
神
韻
説
を
論
じ
た
章
で
'
王
士
頑
が

｢杜
甫
を
お
と

し
め
て

｢村
夫
子
｣
[い
な
か
も
の
学
者
]
と
遠
ま
わ
し
に
あ
て
こ

す
る
よ
う
に
な
っ
た
｣
(三
三
七
ペ
ー
ジ
)
と
あ
る
個
所
は
､
原
著
に

は
示
さ
れ
て
い
な
い

｢村
夫
子
｣
の
出
虞
が
､
清

･
趨
執
信

『談
龍

錬
』
や
､
さ
ら
に
遡
っ
て
は
宋

･
劉
放

『貢
父
詩
話
』
に
存
す
る
こ

と
を
突
き
と
め
て
'
注
に
そ
の

一
節
を
引
い
て
い
る
｡
全
書
に
わ

た
っ
て
こ
う
し
た
厳
密
で
賓
譜
的
な
方
針
を
貫
い
て
い
る
の
は
'
や

は
-
高
-
許
慣
さ
れ
て
よ
い
｡

さ
ら
に
'
明

･
清
の
戯
曲

･
小
説
を
あ
つ
か
っ
た
章
に
な
る
と
'

一
般
に
な
じ
み
の
な
い
作
品
名
が
頻
-
に
現
わ
れ
て
讃
者
を
と
ま
ど
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わ
せ
る
が
'
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
適
切
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
｡

た
と
え
ば
明

･
徐
沼
の

『南
詞
叙
録
』
に
言
及
さ
れ
る

『香
嚢
記
』

と
い
う
戯
曲
に
つ
い
て
､
諾
者
注
を
施
し
'
『香
嚢
記
』
の
あ
ら
す

じ
を
記
す

(四
〇
〇
ペ
ー
ジ
)｡
湯
顛
租

『牡
丹
亭
』
に
関
し
て
も
'

同
様
に
詳
者
注
で
あ
ら
す
じ
を
紹
介
し
て
い
る

(四
〇
一
ペ
ー
ジ
)
｡

こ
れ
ら
も
ま
た
本
文
理
解
の
た
め
に
大
き
な
助
け
に
な
っ
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
に
詳
者
の
行
き
と
ど
い
た
心
遣
い
に
よ
っ
て
､
本
来
か

な
り
高
度
に
専
門
的
な
内
容
を
持
つ
本
書
が
'
謹
者
に
と
っ
て
親
し

み
や
す
い
形
で
提
供
さ
れ
た
の
は
誠
に
喜
ば
し
い
｡
だ
が
､
先
に
も

述
べ
た
よ
う
に
､
文
学
批
評
の
用
語
に
は

1
筋
縄
で
は
虞
理
し
か
ね

る
も
の
が
多
-
'
詳
者
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
い
ま

一
歩
の
検

討
が
望
ま
れ
る
個
所
も
な
い
で
は
な
い
｡
い
ま
そ
の
二
､
三
を
奉
げ

て
み
る
こ
と
に
す
る
｡

漠

･
揚
雄

『法
言
』
閉
所
篇
の

｢言
'
心
聾
也
｡
書
､
心
室
也
｡

馨
童
形
'
君
子
小
人
見
臭
｡
聾
董
者
､
君
子
小
人
之
所
以
勤
惰
乎
｣

は
､
本
書
で
は
次
の
よ
う
に
諾
さ
れ
る
｡

｢言
葉
は
心
の
聾
で
あ
る
｡
書
物
は
心
の
槍
で
あ
る
｡
心
が

言
葉
や
書
物
と
し
て
現
れ
て
､
君
子
小
人
の
直
別
が
は
っ
き
-

書

評

す
る
｡
言
葉
や
書
物
は
'
君
子
や
小
人
に
と
っ
て
感
情
を
表
現

す
る
手
段
と
い
え
よ
う
か
｡｣
(四
七
ペ
ー
ジ
)

こ
こ
に
用

い
ら
れ
る

｢言
｣
と

｢書
｣
は
､
『易
』
繋
鮮
博
の

｢書
不
蓋
言
'
言
不
蓋
意
｣
の
場
合
と
同
じ
で
'
口
頭
の
言
語

(普

聾
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
言
葉
)
と
書
面
の
言
語

(文
字
に
よ
っ
て

表
現
さ
れ
る
言
葉
)
の
意
で
あ
る
｡
講
が

｢言
葉
｣
と

｢書
物
｣
の

封
鷹
に
な
っ
て
い
る
の
は
適
切
で
は
な
い
｡
ち
な
み
に
､
元
好
間

｢論
詩
三
十
百
｣
其
六
で
播
岳
の
文
学
と
虞
世
の
離
反
を
難
じ
た

｢心
童
心
聾
線
失
其
｣
も
そ
れ
と
関
連
す
る
が
'
こ
こ
で
は

｢筆
跡

は
心
の
董
'
言
葉
は
心
の
聾
と
言
う
が
'
播
岳
の
場
合
ど
ち
ら
も
そ

の
本
質
を
表
し
て
は
い
な
い
｣
と
講
さ
れ
て
い
る

(二
七
七
ペ
ー
ジ
)0

明

･
李
夢
陽

｢再
び
何
氏
に
輿
う
る
書
｣
に
'
｢
一
害
者
必

一
虚
'

畳
景
者
意
必
二
｣
と
あ
る
の
は
､
｢
一
方
が
賓
景
で
あ
れ
ば
､
必
ず

1
方
が
虚
構
'
風
景
描
寓
を
二
句

つ
づ
け
れ
ば
'
必
ず
そ
の
ポ
イ
ン

ト
を
愛
化
さ
せ
る
｣
と
話
さ
れ
る

(二
九
六
ペ
ー
ジ
)｡
し
か
し
'

｢賓
｣
が
景
を
意
味
し
'
｢虚
｣
が
情

(意
)
を
意
味
す
る
の
は
､

宋

･
周
弼

『三
倍
詩
』
以
来
定
着
し
て
い
た
｡
李
夢
陽
は
景
と
情
の

句
を
交
互
に
排
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
-
'
｢垂
景
者
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意
必
二
｣
は
'

周
弼
の
い
う
律
詩
の

｢前
虚
後
賓
｣
あ
る
い
は

｢前

賓
後
虚
｣
に
相
首
す
る
｡
す
な
わ
ち
周
弼
の
説
明
を
採
用
す
れ
ば
､

｢前
聯
は
情
に
し
て
虚
､
後
聯
は
景
に
し
て
賓
｣
｢前
聯
は
情
に
し

て
賓
､
後
聯
は
景
に
し
て
虚
｣
な
る
べ
き
こ
と
を
李
夢
陽
も
ま
た
主

張
し
て
い
る
｡

清

･
劉
大
槻

『論
文
偶
記
』
の

｢神
気
者
､
文
之
最
精
庭
也
｡
音

節
者
'
文
之
稽
租
庭
也
｡
字
句
者
'
文
之
最
租
虞
也
｣
は
､
｢神
気

と
は
'
文
章
の
最
も
精
妙
な
部
分
で
あ
り
'
音
節

[リ
ズ
ム
]
と
は
､

文
章
の
や
や
難
な
部
分
で
あ
-
､
字
句
は
文
の
最
も
雑
な
部
分
で
あ

る
｣
と
諸
さ
れ
る

(三
六
三
ペ
ー
ジ
)｡
こ
の

｢粗
｣
は
'
｢精
｣
に

野
し
て

｢き
め
が
あ
ら
い
､
大
ま
か
な
｣'
つ
ま
-

fine
に
射
し
て

一ess
fineと
い
う
意
味
だ
か
ら
､
｢雑
な
｣
と
い
う
詩
語
は
誤
解
を

招
き
か
ね
な
い
｡
著
者
も
い
う
よ
う
に
'
｢神
気
｣
｢音
節
｣
｢字

句
｣
は
内
か
ら
外
へ
の
並
び
に
な
っ
て
い
る
か
ら

(三
六
四
ペ
ー
ジ
)､

そ
の
鮎
に
も
配
慮
し
た
詩
語
を
工
夫
す
べ
き
だ
ろ
う
｡
(な
お
'
こ

の
排
列
は
､
『文
心
離
龍
』
附
合
篇
の

｢情
志
を
以
て
神
明
と
為
し
､

事
義
も
て
骨
髄
と
為
し
､
辞
宋
も
て
肌
膚
と
為
し
'
宮
商
も
て
聾
気

と
為
す
｣
や
､
同
膿
性
篇
質
の

｢餅
は
肌
膚
為
-
'
志
は
賓
に
骨
髄

薦
-
｣
な
ど
に
淵
源
が
あ
る
｡)
桃
蘇

『古
文
鮮
類
纂
』
序
目
に
'

｢神
､
理
､
気
､
味
者
'
文
之
精
也
｡
格
'
律
'
聾
'
色
者
'
文
之

租
也
｣
と
あ
っ
て
､
｢精
｣
に
つ
い
て
は

｢内
容
面
｣'
｢租
｣
に
つ

い
て
は

｢表
現
面
｣
と
詩
文
で
的
確
に
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
の
だ

か
ら

(三
七
〇
ペ
ー
ジ
)'
そ
れ
と
の
照
鷹
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
｡

他
に
も
な
お
多
少
の
再
検
討
を
要
す
る
批
評
用
語
は
い
-
ら
か
あ

る
が
'
錬
り
に
も
煩
項
に
捗
る
の
で
､
こ
れ
以
上
は
論
を
控
え
る
｡

し
か
し
､
こ
れ
ら
は
あ
-
ま
で
白
圭
の
徴
暇
で
あ
-
'
本
書
の
大
雅

を
損
な
う
も
の
で
は
も
と
よ
-
な
い
｡
中
園
の
文
学
批
評
あ
る
い
は

文
学
理
論
に
関
し
て
は
'
わ
が
国
で
は
ま
だ
研
究
の
歴
史
が
浅
い
｡

本
書
が
多
-
の
人
々
の
関
心
を
呼
ぶ
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
た
い
｡

(勉
誠
出
版
､
二
〇
〇
七
年
七
月
'
四
四
七
頁
)
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